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「コンピュータ」と呼ぶITシステムが登場し，「情報化社

会」という言葉が使われ始めてすでに何十年になるでしょう。

使い古された言葉ながら，いまだにその流れは衰えることを

知りません。しかし近年，新たなITの潮流が確実に始まって

いるように感じます。サーバ技術とネットワーク技術の発達

はこれまでとは比べものにならないほどの膨大な情報を処理

することを可能としており，「情報爆発」という言葉さえ使

われる時代になっているのです。

このような時代においてITに求められることは，あふれる

情報をいかに活用するかということです。膨大な情報，言い

換えれば膨大な「知」を有効活用し，それらを組み合わせて

大きな価値へと変えていくような，来るべき知的創造社会を

支えていくことが，今の時代のITに託された使命であるとも

言えるでしょう。

ITは高速な情報処理を強みとして社会生活を便利に，快適

にしてくれるものでした。現在では，ネットワークの発達や

ユビキタス機器の浸透によって，社会のさまざまな場面で情

報の受発信を担いながら，安全や安心といった価値までをも

社会にもたらしてくれるようになっています。

しかし，そのような知的創造社会に向けた価値を生み出す

一方で，ITを取り巻く幾つかの課題も明らかになってきてい

ます。

情報爆発に伴うIT設備の急増が，消費電力量や発熱といっ

た面で地球環境に与える影響が無視できなくなっているので

す。次代を持続可能な社会としていくため，地球環境への配

慮という観点でITに何ができるか，ITベンダーが先頭に立っ

て考えるべき時期に来ています。

私たち日立グループは，コンピュータの黎明期から今日に

至るまで，総合エレクトロニクス企業として常に最先端の技

術を取り込みながら，サーバ，ネットワーク，ストレージな

どのIT機器から，ITシステム全体のトータルソリューション

やITサービスまで，広い事業領域にわたってITを提供し続け

ています。

その中から本特集では，私たち日立グループがITにどう向

き合い，どういう方向へと進もうとしているかを幾つかの視

点でご紹介します。
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座談会「technotalk」では，地球環境保全のためにITで何が

できるかという視点から，IT自身がどうあるべきかという

キーワードとして「グリーンIT」をひもときます。

「overview」では，「知」の利活用の促進をめざして進化を続

ける日立製作所のサービスプラットフォームコンセプト

Harmonious Computingをご紹介します。

続く各論文では，日立のグリーンITへの取り組み，また，

ビジネスSaaS（Software as a Service），SOA（Service-oriented

Architecture），ITマネジメントなどの企業IT基盤に必要なソ

リューションへの取り組み，さらに，グリーンITを実現する

キーテクノロジーの一つでもある仮想化技術への取り組みを

ご紹介します。そして，安全・安心を実現するキーテクノロ

ジーとして日立のRFID（Radio-frequency Identification）タグで

ある「ミューチップ」や，指静脈認証技術の事例をご紹介し

ています。最後に，氾濫（はんらん）する情報を高速に処理

するデータ処理技術の研究状況を解説しています。

最後に，本特集を通じて日立のITをご理解いただくととも

に，日立のITがこれからも広く社会のお役に立てば幸いです。

特集
「知的創造社会を実現していくITイノベーション」監修

日立製作所情報・通信グループ

経営戦略室事業戦略本部担当本部長（プラットフォーム戦略担当）

兼 HC（Harmonious Computing）統括部部長

香田克也
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知的創造社会を実現していく
ITイノベーション

1990年代，ピーター・ドラッカーやアルビン・トフラーらは，来たる21世紀には知識
こそが経済活動における唯一の資源となり，競争力の源泉となると論じた。今日，
グローバル経済の激しい競争の中で，知識は正に経営資源として位置づけられ始
めている。有形，無形さまざまな知識という資源の中から，求めるものを取り出し，
融合させ，新たな価値を創造していく。そのためには知識を活用する「知」が求めら
れる。
ひとりひとりが「知」を発揮していくうえで，社会の基盤，企業の基盤としてのITの革
新は欠かせない。最新の技術と，市場の動向を取り入れたITソリューションは，今
日の社会や企業が抱えるさまざまな課題に応え，知的生産性を向上させる。そして，
知識や情報を柔軟に連携させ，知的資源からイノベーションを創出する基盤こそが
ITである。
「知」が「知」を生み，価値を生む，知的創造社会へ――。日立グループはITの革新
に挑み続ける。

HITACHI HYORON 2008.07
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